
 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

子育て通信Ｎ０．１２０ R６年．２ 

陽だまりではもう春かな…と感じることもありますが、日が陰るとまだまだ寒く春が来るのはもう少し先のようです。５月から

始まった「子育て支援ふうの木」。はじめは緊張している表情だった子どもたちも、あじさいの会のおばちゃん達に抱っこされて笑

顔を見せてくれたり、「楽しかった！」という声が聞こえたりして、少しずつ慣れてくる様子が見られました。親子で楽しんでいる

姿を見ると、「この場や遊びが提供できてよかったな、次は何をして遊ぼうかな」と考えるのが楽しくなり、次の活動への意欲に繋

がりました。また、初めは個々で参加されている方も回を重ねるごとに保護者の方同士が仲良くなったり、子育てについて話をし

たり…ふうの木の活動が仲立ちとなり、保護者の方々の輪が大きくなっていることをとても嬉しく思っています。今後も感染症な

どに気を付けながら安全にふうの木の活動を行っていきたいと思います。 

 今年度も残り１回になりましたが、たくさんの方に会えることを楽しみにしています。 

弘西こども園地域子育て支援 
      岡山市北区弓之町９－２ 

       （岡山中央小学校南隣） 

     ＴＥＬ ２２２－８４９０ 

     ＦＡＸ ２２２－８４９１ 
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令和６年度  入会式 ５月１０日(金) １０：００～ 

 

こども園の友達や職員と一緒に令和６年度の始まりの会を

します。一緒に歌を歌ったり、楽しい手あそびをしたりして過

ごします。 

 友達を誘って「子育て支援 ふうの木」に遊びに来てくださ

いね。 

 

※当日、入会式の前に参加登録をしていただきますので、 

時間に余裕をもってお越しください。 

入会式は１０：００～始まります。 

 

  

 

 

クラスに入って遊ぼう 
３月８日（金）１０：００～ 

 

 同じ年齢のクラスに入ってこども園の友

達と一緒に過ごします。 

あそびの内容は当日のお楽しみです。 

 たくさんの親子の方の参加をお待ちして

います。  

  

「キャベツはキャ」     
 うたってあそぼう 

 

 

 

 

しつけは大人（親）の生活態度を真似ることから始まります。子どもは、赤ちゃんの頃から一番身近な大人の行動に関

心を持ち、じっと見つめ、聞き、五感をフルに働かせていろいろなことを吸収しながら成長しています。『やるように育つ

が、言うようには育たない』＝『子どもは大人の背中を見て学ぶ』とも言うように、言葉で「ああしなさい、こうしなさ

い」と教えるよりも、大人が日々生活の中で知らず知らずに示していることこそ、もっとも大きな影響力をもっています。  

 子どもは「真似て学ぶ」と言われます。周囲の大人は模倣されてよい存在でなければならないということです。周りの

大人が出会った人にあいさつをしないと、「あいさつをしましょう」と言っても子どもはできません。「ポケットに手は入

れては危ないよ」と声を掛けても周りの大人がポケットに手を入れて歩いていては、子どもは真似をします。一緒に食事

をしている人の食事のマナーが悪かったら、子どもに食事のマナーを…と言っても無理な話です。  

私たち大人が、いつも見られている、真似をされていると思いながら、今一度、生活習慣をしっかり見つめ直していき

たいものです。 

 
 

ワンポイントアドバイス 

 

 


